
政策　02　保健・福祉・医療に関する政策

施策　03　子ども・子育て支援の充実

あるべき姿
子どもを安心して、産み育て心身ともに健全に成長できる環境になっています。

■施策の成果状況と評価

鴻巣市が子育てをしやすいと思う保護者の割合（％）

【こども応援課】

評

価

（状況）鴻巣市が子育てをしやすいと思う保護者の割合は、基
準値(61.3%)と比較して、5.7ポイント向上し、前年度と比較し
ても5ポイント向上しました。

（要因）「鴻巣市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、各
課でそれぞれの計画を進めたことが挙げられます。さらに成果
が向上するよう総合的な子育て支援施策の充実に努めます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

61.3 62.0 67 66.7

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標
①

評

価

合計特殊出生率（人）

【こども応援課】

（状況）本市の合計特殊出生率は、基準値(1.24)と比較して、
0.19人減少しました。

（要因）20歳代の女性の転出が多いことや、30～34歳女性の未
婚率の上昇などの影響が考えられます。

※情報の公開が12月以降のため、暫定値を入力しています。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

対
前年度

1.24 1.11 1.05 1.24

（低下）

（低下）

指
標
②

（達成）

目　標
達成度

目　標
達成度

（低）



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　保育サービスの充実
幼稚園・保育所・認定こども園などの待機児童数（人）

【保育課】

評

価

（状況）４月１日時点の幼稚園・保育所・認定こども園などの
待機児童数は、基準値(０人)を維持しています。

（要因）入所希望の多い０歳児から２歳児を受け入れる小規模
保育施設の整備したこと、認定こども園増築整備に伴い、利用
定員を変更したことが挙げられます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　保育サービスの充実
「一時預かり事業」のサービスを利用できなかった件数（件）

【保育課】

評

価

（状況）一時預かり事業のサービスを利用できなかった件数
は、基準値(０件)を維持しています。

（要因）一時預かりを利用する児童が減っていることが挙げら
れます。今後も、希望者全員を受け入れできるよう体制整備を
行い、子育て支援の充実に努めます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業01　保育サービスの充実
「病児・病後児保育」のサービスを利用できなかった件数（件）

【保育課】

評

価

（状況）病児・病後児保育サービスを利用できなかった件数
は、基準値(０件)と比較して、11件増加しました。

（要因）１日の定員が４名であり、児童の病気の状態によって
は、受け入れ人数が制限されてしまうことが挙げられます。今
後とも、安心して仕事と子育ての両立ができるよう支援に努め
ます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

0 10 11 0

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　子育て不安の軽減
子育てに不安を持っている保護者の割合（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）子育てに不安を持っている保護者の割合は、基準値(4
2.4％)と比較して、4.6ポイント向上しました。

（要因）乳幼児健診や相談、子育て講座などにおいて、育児不
安の軽減を図る機会を設けていることや、子育て世代包括支援
センターが機能し、妊娠期からの支援が充実したことが挙げら
れます。また、こどもの医療費の年齢拡大等も要因の一つと
なっています。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

42.4 42.8 37.8 33.3

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

（達成）

目　標
達成度

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（中）



基本事業02　子育て不安の軽減
育てにくさを感じている方の中で、育てにくさを感じたときに対処で
きる親の割合（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）育てにくさを感じたときに対処できる親の割合は、基
準値(84.9%)と比較して、4.8ポイント低下しました。

（要因）近年の核家族化・少子化等、社会的な背景から、子育
て経験が乏しく、相談できる家族がいないことが挙げられま
す。乳幼児健診・相談時に、保護者の育児不安に対して対応の
仕方等の相談支援を行っていますが、今後も、関係機関との連
携を図りながら、妊娠期から子育て期にわたり、切れ目のない
支援を推進していきます。　

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

84.9 84.6 80.1 90.0

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　子育て不安の軽減
養育相談を含む児童虐待などの相談件数（件）

【子育て支援課】

評

価

（状況）養育相談を含む児童虐待などの相談件数は、基準値(24
7件)と比較して、183件増加し、割合としては74.1％増加しまし
た。

（要因）児童虐待に関する広報啓発により、市民の認識が向上
したことや、子どもに関わる関係機関との連携がより密に行わ
れるようになったことが挙げられます。今後も、保護者に向け
て、子育て不安が緩和できるよう各種事業を推進し、要保護児
童対策事業の充実を図っていきます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

247 314 430 315

（---）

対
前年度

（---）

指
標

基本事業03　放課後の居場所づくり
放課後の居場所がないと思う小学生保護者の割合（％）

【こども応援課】

評

価

（状況）放課後の居場所がないと思う小学生保護者の割合は、
基準値(58.5%)と比較して、21.1ポイント向上しました。

（要因）放課後児童クラブでは、待機児童数0を継続しており、
放課後子ども教室では、基準年度の11校に対し、令和元年度14
校に拡大したことが挙げられます。また、児童センターにおい
ても、ひなちゃん子育て応援基金を活用し、おもちゃや図書の
充実を図り、市のホームページや子育て支援アプリを利用し広
く市民に周知を図ったことも要因の１つと考えています。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

58.5 49.3 37.4 33.3

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業03　放課後の居場所づくり
児童センター利用者数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）児童センター利用者数は、基準値(131,101人)と比較し
て、17,128人減少し、前年度と比較しても18,991人減少しまし
た。

（要因）新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、3月は全館
休館したことが挙げられます。北新宿児童センターの開館や、
親子で楽しめる活動を自主的に企画運営する「ひなおやクラ
ブ」を鴻巣・川里・北新宿の児童センターで募集するなど利用
者の増加も図っています。また、今後もひなちゃん子育て応援
基金を利用し、おもちゃや図書を提供していきます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

131,101 132,964 113,973 157,000

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

（低）

目　標
達成度

（---）

目　標
達成度

（高）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度



基本事業03　放課後の居場所づくり
放課後児童クラブ待機児童数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）放課後児童クラブ待機児童数は、民間放課後児童クラ
ブを1クラブ開設し、基準値の０人を維持しています。

（要因）待機児童が生じないよう、放課後児童クラブは市立小
学校19校に対し、公立のクラブを18クラブ設置しているほか、
民間放課後児童クラブを新たに1クラブ開設し、計4クラブ設置
しています。今後も、児童数の増加が見込まれる場合は学校内
の余裕教室や他の公共施設、民間活力により必要な整備を進め
ていきます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

0 0 0 0

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業03　放課後の居場所づくり
放課後子ども教室参加者数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）放課後子ども教室参加者数は、基準値(987人)と比較し
て、52人減少しましたが、放課後子ども教室の教室数は基準年
に比べ１教室増え、登録児童数も5.3％増加しました。

（要因）教室ごとに開催内容や開催日数などが異なり、少ない
人数で手厚い教室を行っているところもあるため、1教室100名
を目標に掲げていましたが、登録児童数は教室ごとにばらつき
がある状況です。今後も、地域の方々や関係団体の協力を得
て、円滑な運営を目指します。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

987 884 935 1,700

（低下）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業04　母子保健の推進
乳幼児健診の平均受診率（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）乳幼児健診の受診率は、基準値(96.1%)と比較して、2.
7ポイント向上しました。

（要因）未受診者に対する訪問等による受診勧奨を実施してい
ることが挙げられます。今後も引き続き未受診者の把握、受診
勧奨に努めるとともに、関係機関と連携を図りながら、維持・
向上に取り組んでいきます。
　　

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

96.1 98.3 98.8 97.5

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業04　母子保健の推進
予防接種率（％）

【健康づくり課】

評

価

（状況）予防接種率は、基準値(94.8%)と比較して、1.2ポイン
ト向上しましたが、前年度と比較して1.2ポイント低下しまし
た。

（要因）一時的にヒブ、四種混合ワクチンの供給不足があった
こと、新型コロナウイルス感染症の拡大ために年度末に接種の
差し控えがあったことが挙げられます。今後も、学齢期の予防
接種の勧奨と接種対象者が安心して接種を受けることができる
よう周知に努め、接種率の向上を目指します。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

94.8 97.2 96.0 98.5

（向上）

対
前年度

（低下）

指
標

（達成）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（達成）

目　標
達成度

（中）

目　標
達成度



基本事業04　母子保健の推進
むし歯のない3歳児の割合（％）

【子育て支援課】

評

価

（状況）むし歯のない3歳児の割合は、基準値(88.8%)と比較し
て、2.2%向上しました。

（要因）乳幼児健診・相談時に歯科医師による診察や歯科衛生
士、保健師、管理栄養士による保健指導等を継続して行ってい
ることが挙げられます。今後も引き続き関係機関と連携を図
り、予防の重要性を高める取組を実施していきます。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

88.8 88.8 91.0 89.5

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業05　結婚意識の向上と家族形成の支援
夫婦の予定子ども数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）配偶者がいる夫婦の予定子ども数は、基準値(2.04人)
と比較して、0.02人減少しましたが、前年度と比較して0.01人
増加しました。

（要因）「鴻巣市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子
育て環境の充実や経済的負担の軽減について、様々な取組を実
施していることが挙げられます。今後も効果的な周知・事業展
開を行い、指標の向上を図ります。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

2.04 2.01 2.02 2.10

（横ばい）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業05　結婚意識の向上と家族形成の支援
未婚者の希望子ども数（人）

【こども応援課】

評

価

（状況）未婚者の希望子ども数は、基準値(1.91人)と比較し
て、0.13人減少しました。

（要因）婚活事業や結婚新生活支援等、新しいスタートのきっ
かけづくりを行っていますが、そもそもの個人意識に働きかけ
る取組の不足が挙げられます。今後も、結婚によるライフデザ
インの展望が導けるような、総合的支援の枠組を検討すること
で、改善を図ります。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

1.91 1.80 1.78 2.00

（横ばい）

対
前年度

（横ばい）

指
標

基本事業05　結婚意識の向上と家族形成の支援
人口1,000人あたり婚姻率（‰）

【やさしさ支援課】

評

価

（状況）婚姻率は、基準値(3.8％)と比較して、横ばいの状況で
すが、前年度と比較して、0.1ポイント向上しました。

（要因）令和元年度末をもって婚活マッチングシステムを終了
し、令和2年度からは、県のSAITAMA出会いサポートセンター運
営協議会へ加入しました。また、結婚新生活支援補助金は、当
初の見込より多くの申請があり、本補助金が婚姻率増加の要因
になったと考えられます。今後も事業を継続し、要件の見
直し等を検討しながら婚姻数の増加を図ります。

基準値
(H27)

実績値
(H30)

実績値
(R01)

目標値
(R03)

対
基準値

3.8 3.7 3.8 4.0

（横ばい）

対
前年度

（向上）

指
標

（達成）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（低）

目　標
達成度

（中）

目　標
達成度


